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オオススププレレイイ来来るるなな！！  
 反対の声全国に  
 オスプレイ配備反対の声が広がっています。危険

性が指摘されながら、強引に安全宣言を出して押し

付ける政府・米軍の姿勢に、不信感が募っています。

防衛庁長官が乗って見せて安全だというＰＲは放射

線を浴びた食物を食べてみせるパフォーマンス同様

にあまりに稚拙です。●しかも危険な低空飛行訓練

が日本列島全体に及ぶことが明らかになっています。

●輸送ヘリはその役割からして重く、高空を飛べま

せん。半端に高く飛ぶことはレーダーに捉えられて攻

撃されるため、敵地を低空で飛行することが必要で、

そのための訓練が欠かせません。●プロペラを上に

向けたり、前に向けたりできるのが特徴で、滑空して

着陸することも可能ですが、ヘリコプター・モードから

固定翼機モードへの切り替えには 12 秒かかり、その

間に機体は最低でも約480メートル落下するため、き

わめて操縦が難しく、この間に墜落事故が多い。し

かし米軍は機体は安全だが、事故は操縦ミスだと言

います。この論法でなら事故を起こす乗用車などみ

んな安全になってしまうでしょう●排気熱も重大問題

です。垂直離着陸には大量の高温排気を下に吐き

出します。そのため米海軍の一部の揚陸

艦のフライトデッキを損傷する恐れがある

ことがわかっており、米軍は一時的に防護

シールドを置き、さらに船体の構造も変え

る必要があると報道されている代物です。

つまり鉄の飛行甲板も融かしてしまうという

こと。森林から飛び立とうとして火事になっ

たこともあります。 

 

外外交交がが危危なないい……領土

問題 
民・自党首選挙が終わり、民主党は国民の支持

率のない野田氏、自民党は「憲法改正」「自衛軍創

設」の急先鋒、安倍氏の返り咲きとなりました。

ますます憲法が、そして北方領土に加え、竹島、

尖閣など領土問題が危ういところにきています。

自民党は総裁選での報道を通じて、マスコミを利

用し、違いを争うどころか一致して国民を「日米

関係基軸」、「防衛力強化」の方向であおってきま

した。９月 23 日 TBS の『サンデーモーニング』

で河野洋平氏は自民党総裁選に出馬した５候補に

ついて、「自民党はずいぶん幅の狭い政党になった。

保守の中の『右翼』ばかりだ」と批判しました。

一方政府民主党は「慎重に対処」という言い方で、

動いていると思えません。自ら「領土問題は存在

しない」などと言ってしまって、自分の手を縛っ

てしまっている状況です。過去の歴史を正面から

「九条の会・流山」事務局  
山田 7144-3993   石林 7154-7511 

 三原 7152-6559 

九条の会 秋の学習会 
「失われゆく命とくらし」 

｢原子力の平和利用｣の名の下に 
◆お話 内藤新吾さん 

  松戸市日本ルーテル福音稔台教会牧師 

◆2012 年１１月１７日(土)  

 13：30 開会 

◆流山市第２コミュニティホーム（通称 怪獣公園） 

 流山市野々下 3-797  電話 04-7144-4258 

   東武野田線豊四季駅南口徒歩 10 分 

 参加費：無料 

（日本国憲法前文より抜粋） 

われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念し

て他国を無視してはならないのであつて、政治道徳の法

則は、普遍的なものであり、この法則に従ふことは、自

国の主権を維持し、他国と対等関係に立たうとする各国

の責務であると信ずる。 



見据えて、平和国家の視点での毅然とした外交を

冷静慎重に進めてほしいものです。 

 

わが国の憲法はこう決めています。 
    
 映画 日本の青空 Ⅲ 
 

「日本の青空」シリーズ3作目「渡されたバトン～さ

よなら原発～」(仮題)の製作がはじめられています。 

脚本 ジェームス三木  監督 池田博穂 

<製作者のあいさつから＞ 
昨年 ３月１１日に発生した東日本大震災。あまりにも多

くの尊い命と生活が奪われ、いまだ多くの被災者が不自由

な生活を余儀なくされています。とりわけ、東京電力福島

第一原発の大事故は海と大地と空に放射能を撒き散らし、

多くの人々が被曝を強いられ、いまだ収束しない原発は、

福島をはじめ放射能に苦しめられ家族が引き裂かれる過

酷な現実、いのちへの脅威をあたえ続けています。 

 私たちは「日本の青空」「いのちの山河～日本の青空Ⅱ」

の製作・上映運動を全国の皆様と展開してまいりました。

そして「日本の青空Ⅲ」を企画しようという矢先、この原

発事故がおきました。 

 原子力発電所の‘爆発’‘メルトダウン’という未曾有

の大惨事、「安全神話」の崩壊にも関わらず政府や電力会

社は本当の情報を流そうとしません。その顔色を伺いなが

らのマスコミ報道も、さらなる放射能被害を拡大させてい

ます。 “いのち”より優先させるものがあってよいので

しょうか？ この状況に、私たちにしかつくれない原発の

是非を問える劇映画を企画製作しようと決意しました。 

 本映画は、全国で初めて住民投票で「原発建設ＮＯ！」

を選択した新潟県巻町（現新潟市）が舞台です。投票率８

８.３％。推進派も反対派もみんなで投票した住民投票が

なぜ実現できたのか。史実に基づき、巻町民の住民投票に

至るまでの紆余曲折、波乱に満ちた様々なドラマを、ある

家族の視点を中心に描いていきます。 

◎現在製作協力券発売中 一枚 1000 円。 

 九条の会･流山として、とりあえず一口（１０万円＝

１００枚）協力することにしました。 

◎出演者募集中……50 万円出資した方は映画に出

演できるそうです。 

◎自主上映も含めて上映については未定です。 

定例駅宣伝 

10 月９日(火) 15：30～16：30 

流山おおたかの森駅 

 ☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺ 

カンパはこちらの郵便振替口座へ 

００１３０ - ５ - ４６４７３５ 口座名 九条の会流山無  
もう一つの映画紹介 
｢放射線を浴びたＸ年後｣ 監督 伊藤英明 

流山でもホットスポットとなって

不安が広がっています。？10

年後にどのような影響が出る

か分からないからです。しかし

人類は過去にその経験がない

わけではありません。ご存知の

広島・長崎、そしてビキニです。

この映画は監督が地元愛媛の南海放送でドキュメン

タリーを製作しながらビキニ事件を知り、実は多くの

ことが未解明のままだということを知って追求をはじ

めて番組を制作し、それを映画にもしたものです。 

政府は米国から慰謝料を200万㌦受け取り早々と

決着させてしまいましたが、1000 隻に上るマグロ漁

船が当時この海域で操業していたといわれるのに、

その乗組員が誰で、その後どうなったかなどまるで

明らかになっていないのです。 

＜上映＞ポレポレ東中野で現在上映中 

東京都中野区東中野 4-4-1 ポレポレ坐ビル地下 

TEL：03-3371-0088  

 

紹介 「太陽光発電＆省エネ」 
フォーラム 2012in ながれやま 

10 月 14 日(日)13：00 流山市生涯学習センター

（流山ｾﾝﾄﾗﾙﾊﾟｰｸ駅前） 4 階大会議室 

 入場無料 予約不要 

講演１ 杉本完蔵氏～直近の太陽光発電事業について 

講演２ 平手彰氏～住まいの省エネ＆創エネ実践レポート 

その他 流山市や企業、団体などからの報告もあります。

主催はＮＰＯ法人太陽光発電所ネットワーク(通称ＰＶ-ＮＥＴ)

千葉地域交流会（太陽光発電の普及と発電所の交流を

図っている団体） 

原発事故以来、原発に頼らないで何とかならない

かという声が大きくなりました。政府もその声に押

されて、中断していた太陽光発電への後押しを再開

しました。太陽光発電などの「再生可能エネルギー」



での電力をを電力会社が買い取る制度を拡大しまし

た。流山市でもまだ少額ですが補助を増やしていま

す。建設会社の一部も新築住宅に勧めています。 

 設置すれば停電時も太陽が出ている時間は電気が
使えます。この際太陽光発電を考えてみませんか、

ということで開かれる会です。 


